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入
木
道
守
護
神
に
関
す
る

一
考
察

附 

近
衞
家
熈
の
入
木
道
に
お
け
る
信
仰
に
つ
い
て

緑

川

明

憲

は
じ

め
に

 

わ

が
国

に
は
和

歌
や

蹴
鞠
、

入
木

道

(書
道

)
な

ど
古

く

か
ら

伝

わ
る

芸

道
が

あ

る
。

こ
れ
ら

の
芸
道

に

つ
い
て
は
、
佐

々
木

孝
浩

氏
が

「
そ

れ

を
行
う

こ

と
を
楽

し

み
と
す

る

の
で
は
な

く
、

歌
を
詠

む

こ
と
や

、
文
字

を
書

く

こ
と
等

も
そ
う

で
あ

る
よ

う

に
、

正
統

な
師

に

つ

い
て
学

び
、
鍛

錬
を
重

ね

て
技
能

の
頂

点

に
達

す

る

こ
と
を
目

的

に
す

る
と

い
う

、
精
神

的
あ

る

い
は
宗
教

的
な

側
面

を
有

す

る
も

の
で
あ

る
」
と
指

摘

さ
れ

て

い

る

よ
う

に
、

そ

れ
自

体

極

め
て
宗

教
色

の
強

い
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
よ

う
な
宗

教
性

か

ら
、
芸
道

に
は
そ

の
道
を

守

る
神

(ま
た

は
仏
)

が
存
在

し

て

い
た
。

例

え
ば
、

歌
道

で
あ

れ
ば
住

吉
明

神
や

玉
津
嶋

明
神

、
柿
本

人
麻

呂

が
、
蹴

鞠
道

で
あ

れ
ば

精

大

明
神

と
藤

原
成

通

が

そ

れ

に
あ

た

る
。

そ
し

て

こ
れ
ら

の
守
護
神

は
、
蹴
鞠

の
例

で
あ

る
が

、
精
大

明
神

が

藤
原
成

通

に
対

し

「
顔

は
人

に

て
手
足
身

猿

に

て
、

三

四
歳

ば

か
り
な

る

児

三
人
、
手

つ

か
ら

か

い
て
、
鞠

の
く

》
り

め
を

い
だ
き

て
あ

り
。
あ

さ

ま

し
と
思

ひ
な

が
ら
、

な

に
者
ぞ

と
あ

ら
く

と

へ
ば

、
御

鞠

の
精

也

と

こ

た

ふ
。

(中

略

)
今

よ

り
後

は
、

さ

る
物

あ
り

と
御

心

に
か
け

て

お

は
し

ま

さ
ば
、
御

ま

ぼ
り

と
な

り
ま

い
ら

せ
て
、
御

鞠

を
も

い
よ
く

よ

く
な

し

ま

い
ら

せ

ん
」

(
『成

通

卿

御

口
伝
』
)

と
述

べ
て

い
る
よ

う

に
、
そ

の

芸
道

に
関

わ

る
者

を

文
字

通
り
守

護

す

る
の

で
あ

る
。

 

し

か

し
、

入

木

道

の

守

護

神

に

つ

い

て

は

春

名

好

重

氏

「
書

道

の

神

様

」

と

い
う
御

論
考

の
ほ

か
は
、

こ
れ

ま

で
あ

ま
り
言

及

さ

れ
て

こ
な

か

っ
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

そ
こ

で
本

稿

は
、

入
木
道

を
守

る
神

仏
、

つ

ま

り
守
護

神

の

一
端

に

つ
い
て
考
察

を
試

み

よ
う
と

す
る
も

の
で
あ

る
。

空
海

・
文
殊
菩
薩

・
筆
硯
童

子

 
1
「筆
道
擁
護
之
三
尊
」

の
濫
鵤

 

さ

て
、

管
見

に
よ
れ
ば

入
木

道

の
守

護

神
を

明
確

に
定
義

し

て

い
る
記

事

と
し

て
最
古

の
も

の
は
、
大

師
流

の
能

書

で
あ
る
藤

木
生

直

の
敬
白

文

で
あ

る

。

こ
の
貞
享

元
年

(
一
六

八
四
)

の
年
紀

を
持

つ
敬

白
文

の
中

で

生
直

は

「
高
祖

大
師

・
文

殊
支

利
菩

薩

・
筆
硯
童

子
」

を

「
筆
道

擁
護

之

三
尊

」

と
し
、

三
者

が

入
木
道

の
守

護
神

で
あ

る

こ
と
を
明

快

に
記

し

て

い
る
。

そ

こ
で
、

こ

こ
に
記

さ
れ

る
高

祖

大
師

、
す

な
わ

ち
空
海

・
文
殊

菩
薩

・
筆
硯
童

子

を
、

な
ぜ
生

直

は

「
筆

道
擁

護
之

三
尊
」

と
捉

え

た

か

と

い
う

問
題

に

つ
い
て
触

れ

て
み
た

い
。
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ω
 
空
 
 
海

 
弘
法
大
師
空
海
は
、
周
知
の
如
く
わ
が
国
を
代
表
す
る
能
書
の
ひ
と
り

で
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
も
そ
の
書
を
鍾
愛
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
空

海
は
既
に
在
世
当
時
か
ら
能
書
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
空
海
が
示
寂
し

た
の
は
承
和
二
年

(八
三
五
)
三
月
二
十

一
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『続

日
本
後
記
』
承
和
二
年
三
月
二
十
五
日
条
に
は

「在
於
書
法
。
最
得
其

妙
。
与
張
芝
斉
名
。
見
称
草
聖
」
と
あ
り
、
「草
聖
」
す
な
わ
ち
草
書
の

達
人
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
名
声
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
聖

賢

『高
野
大
師
御
広
伝
』
(元
永
元
年

〔
一
一
一
八
〕)
に
引
用
さ
れ
る

「請
重
被
処
分
追
賜
誰
号
真
言
根
本
阿
闇
梨
贈
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位
空

海
状
」
に
は

「兼
究
臨
池
之
妙
。
縞
素
皆
筒
頼
。
倭
漢
推
為
楷
模
」
と
あ

り
、
弘
法
大
師
の
論
号
が
醍
醐
天
皇
よ
り
追
贈
さ
れ
た
当
時
も
そ
の
書
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

 
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
空
海
の
寂
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
入
木
道
関
連
の

説
話
が
誕
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
。
大
江
匡
房

『本
朝
神
仙

伝
』
の

「大
師
兼
善
草
書
法
。
昔
左
右
手
足
及
口
乗
筆
成
書
。
故
唐
朝
謂

之
五
筆
和
尚
」
は
、
そ
の
早
い
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『高
野
大
師
御
広

伝
』
に
載
る
記
事
の
う
ち
若
干
を
要
約
し
て
箇
条
書
き
に
し
て
示
す
と
、

・
空
海

が
伊

豆

の
桂
谷

山
寺

で

『
大
般

若
経

』

の
魔

事

品
を
書

い
て

い

る
と
、

そ

の
文

字

が
空
中

に
現

れ
乱

れ

る

こ
と
が
な

か

っ
た
。

・
空

海
が
柱

に

「
天
地

合
」

の
字

を
書

い
た
が
、

そ

の
書

は
深

く
柱

に

染

み
込

ん

で
削

っ
て
も
消

え
ず

、

ま
た

こ

の
柱

を
洗

っ
て
飲

め
ば
疫

病

や
瘡
病

が
治

っ
た
。

・
鎮

西

の
観

世
音

寺

の
壁

に
書

か
れ

た
空
海

の
書

は
、
夜

に
な
る

と
光

明
を
放

っ
た
。

・
古

老

の
伝

で
は

、

宿

っ
て

い
た
。

空
海
が
書
い
た
大
内
裏
の
皇
嘉
門
の
額
に
は
霊
が

な
ど

と
な

る
。

こ
れ

ら

の
記
事

か
ら

、
平
安

時
代
後

期

に
は
既

に
空
海

が

尋
常

な
ら

ざ

る
能

書

と
し

て
認
識

さ
れ

て

い
た

こ
と
が
知

ら

れ
る

。
さ

ら

に
鎌

倉
時

代

に
入

る
と
、

『平

治

物
語

』
下

「
清
盛

出
家

の
事

井

滝

詣

で

付
悪

源
太

雷
電

と
な

る
事

」

で
は
空
海

筆

の
理
趣
経

を
持

っ
て

い
た
平

清

盛
が
雷

の
難
を
避

け
得

た

と

い
う
説

話
も
見

ら

れ
る
。

ま
た
、

竹

生
島

の

宝
厳
寺

所
蔵

の
空

海
筆

と
さ

れ
る

『
空
海
請

来
目
録

』

に
は
十

行

分
と

三

行
分

の
補

写
が
認

め
ら

れ
る
が

、

こ
れ

は
そ
れ

ぞ
れ
将
軍

藤
原

頼

経
と

鎌

倉

幕
府

評
定

衆

の
中

原
師

員

と
が
護
符

と

し
て
切

り
取

っ
た
分

を
補

写

し

た
も

の
で
あ
り
、

空
海

の
書

は
護
符

、

つ
ま
り
神
秘

的

な
力

を
持

つ
も

の

と
し

て
も
非

常

に
尊

重

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

 

一
方

、

藤
原
定

家
撰

と
さ

れ
る

『
定
家
卿

筆
諌

口
訣
』

に
は

「高

野

大

師

ノ
御

筆

ハ
。
楽

天

人
丸

ノ
作

ノ
如

ク
。
和

漢

ノ
筆

二
准

ジ

テ
。
唐

様

ニ

モ
。

日
本

様

ニ
モ
。
亦

上

代

下
世

ニ
ワ
タ

リ

テ

ア

ソ
バ

サ

レ
タ

リ

ト

ミ

ユ
。

サ

レ
バ
嵯

峨
天
皇

モ
唯
筆

ニ

ハ
大
師

ト
勅
定

ア
リ

キ
ト
ゾ

伝

承

ル
」

と

か
、

『古

今

著

聞
集

』

で
は

、
嵯

峨
天

皇

が
空
海

の
書

を

「
こ
れ

は
唐

人

の
手
跡
也

。

其
名

を
し

ら
ず

。

い
か

に
も
か

く
は
ま

な
び

が
た

し
。

め

で

た

き
重
宝

な

り
」

(巻

七

「
嵯

峨
天
皇

弘

法
大

師

と
手
跡

を
争

ひ
給

ふ

事
」
)

と

い

っ
て
秘
蔵

し

た

な
ど

、
純
粋

に
能
書

と

し

て
の
空

海

を

記

す

説

話

も
見

ら

れ

る
。

ま

た
、

藤

原

伊

行

『
夜
鶴

庭

訓

抄

』

や
尊

円

親

王

『
入
木
抄

』

と

い

っ
た
入

木
道

の
伝

書
類

に
は

「能

書

の
人

々
」

と
し

て

空
海

を
必

ず
挙
げ

て

い
る

の
で
あ

る
。

一21一



 

空
海

と
書

と

を
関

連

づ
け

る
記
事

は
非
常

に
多

く
、

そ
れ

ら
を

ひ

と

つ

ず

つ
提

示

す
る

こ
と

は
避

け

る
が
、

し

か
し

一
様

に
、

早
く

か
ら
空

海

の

書

を
神

聖
視

す

る
傾
向

が
認

め
ら

れ
る
。

こ

の
よ
う
な

中

で
、
大

師
流

と

い
う

空
海

を
祖

と
す

る
流
派

に
属

す
る
生
直

が
、

空
海

を
自

ら

の
崇
拝

の

対

象

と
し

て
考

え

て
も
何

ら

の
矛
盾

は
生

じ
な

い
と
思

わ

れ
る
。

こ
う

し

た
理

由

に
よ

っ
て
、
生

直

は
空

海
を

守
護
神

と

し

て
崇

め

た

の
で
は

な

い

だ

ろ
う

か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@
 
文
殊
菩
薩

 
文
殊
菩
薩
は
釈
迦
如
来
の
脇
士
の
】
尊
で
あ
り
、
ま
た

「三
人
寄
れ
ば

文
殊
の
知
恵
」
と
い
う
諺
が
示
す
通
り
、
智
慧
を
司
る
仏
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
高
橋
俊
乗
氏
は

「天
満
天
神
に
つ
い
で
寺
子
が
広
く
信
仰
し

て
書
道
上
達
を
願
っ
た
の
は
文
殊
菩
薩
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
智

慧
の
権
化
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
文
殊
菩
薩
が
入
木
道
守
護
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
は
、
智
慧
の
仏
で
あ
る
か
ら
と
さ
れ
て
お
ら
れ

る
。
し
か
し
、
『高
野
大
師
御
広
伝
』
に
登
場
す
る
文
殊
菩
薩
は
、
こ
う

し
た
智
慧
の
仏
と
い
う
概
念
と
は
違

っ
た
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
以
下
は

そ
の
該
当
箇
所
で
あ
る
。

巡
遊
城
中
。
臨
流
水
蜘
胴
。
有

一
童
子
。
現
前
。
蓬
頭
着
鶉
衣
。
問

云
。
和
尚
是
日
本
五
筆
聖
人
歎
。
答
日
爾
也
。
童
云
。
若
然
者
。
其

流
水
可
書
。
大
師
則
随
彼
言
。
書
讃
清
水
詩
文
。
点
宛
然
則
流
下
。

童
見
之
含
咲
。
有
感
嘆
之
気
色
。
則
云
。
弊
童
書
之
。
和
尚
可
見
。

則
水
上
書
龍
字
。
但
不
書
右
少
点
文
字
。
浮
漂
不
流
。
則
次
書
小

点
。
時
発
響
放
光
。
而
作
龍
王
。
此
字
昇
空
。
則
童
者
文
殊
也
。
鶉

衣
者
櫻
略
也
。

 

す

な
わ

ち
、

空
海

の
在
唐

中

に

「
蓬

頭
鶉

衣
」

の
童

子

に
逢

い
、
空

海

に
水

の
上

に
書

を

書

く

よ
う

に
言

い
、
空

海

が

水

の
上

に
詩

文

を
書

く

と
、

そ

の
点
画

は
流

れ

て
し
ま
う

。

そ

の
様

子
を

見
た
童

子

は
今

度

は
自

身

が
龍

の
字

を
水

の
上

に
書

く
。

す

る
と
文

字

は
流

れ
ず

に
音

と
光

を
発

し

龍

王
と
な

っ
た
。

そ
し

て
こ

の
童

子
は
文

殊
菩

薩

で
あ

っ
た

と

い
う

の

で
あ

る
。

『今

昔

物
語

集
』

巻
十

一

「
宋

に
渡

り

て
真

言

の
教

を

伝

へ
て

帰

り
来

る
語
」

に
も

同
じ
話

を
載

せ

る
が
、

こ

の
話

は
智

慧

の
象

徴

と
し

て

の
文
殊

菩
薩

を
説

く
と

い
う

よ
り

も
、
む

し

ろ
書

に
お

い

て
際

立

っ
た

力

を
見

せ
る
霊
験

諌

と
考

え
た
方

が
自
然

で
あ

ろ
う
。

さ
ら

に
そ

の
力

を

見

せ

る
相
手

は
余

人

で

は
な

く
、

空
海

で
あ

る

こ
と
は

見
逃

せ

ま

い
。

こ

う

し

た
文
殊
菩

薩

と
空

海

と

の
関

係

は
、
藤

原
行
成

の
撰

と
さ

れ

る

『
烏

羽

玉
霊

抄
』
中

に
あ

る

「或

時
毘

輪
叡
岳

山

与
深

山
有
巌

堀

。
彼

(11
空

海

)
而

閉
篭
百

日
有

御
手
習

。

五
台
山

文
殊

師
利

菩
薩
有

御

影
向

」

に
も

見

る

こ
と
が

で
き

る
。

 

一
方

、
文
字

と
文
殊

菩
薩

と

の
関

わ
り
を

示

す
記
事

は
、

藤
原

教

長

の

『
筆
法

才
葉
抄

』

(安

元

三
年

〔
一

一
七
七

〕
)

に
見
ら

れ

る

「
入
木

道

ノ

骨

目

ト

ハ
、
森

羅

之

依
報

大

聖

文
殊

之

形

也

」

が
最

古

で

あ

ろ

う

。
ま

た
、

『膿

麟
抄
』

増
補

に
は

「
文
字

ヲ
作

始
事

。
文

殊

ハ
七
千

字

ヲ
作

リ
。

龍

樹

ハ
三
千
字

ヲ
作

リ
。
蒼

頷

一
万

三
千
七

百

五
十
七

字

ヲ
作
也

」

と
あ

る
。
文
字

、

す
な

わ
ち
漢
字

の
創

始
者

は
、

黄
帝

の
記

録
係

で
あ

っ
た
蒼

頷

で
あ

る

と
す

る

説

が

一
般

に
流
布

し

て

い
る

が
、

そ

の
蒼

頷

で

は
な

く
、
文

殊
菩

薩

で
あ
る

と
す

る
こ

の
記
事

は
興
味

深

い
。

 

と

こ
ろ

で
、

本
稿

で

も
し
ば

し
ば

用

い
る

「
入
木
道

」

と

い
う
名

の
由
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来

は
、

王

義
之

が
書

い
た
書

を
削

っ
た
際

に
木

に
三
分
染

み
込

ん

で

い
た

と

い
う
故

事
、

あ

る

い
は
空

海

が
唐

に
渡

っ
て
百

日

の
修

行

を
積

ん
で
書

い
た
書

が
五
寸

の
板

を
突

き
通

し

て

い
た

と

い

っ
た
故
事

な

ど

に
よ
る

も

の
で
あ

る
が
、

『麟

麟
抄

』
増
補

に
は
、

弘
法

入
唐

之
時

。
道

ニ
テ
童

子

二
行
合

給
。
彼

童

子
申

テ
云
。

大
師

ハ
日
本

唐
土

二
聞

ヘ
タ

ル
手
書

ニ
テ
御

座

ス
。
我

二
物

ヲ
書

テ
給

ラ

ン
ト
云

。
大

木

二
書

給

。
童

子
削

之
給

二
。

鰭
而

失
畢

ヌ
。
忽

二
童

子
此
筆

ヲ

取

テ
カ
ク

ニ
。
大
木

ノ
裏

へ
書
徹

。
大

師

ハ
不
思
議

二
思

食

テ
。

是

ハ
大
聖

文
殊

ト
思

テ
。
何
成

処

二
御
座

ト
問

給

ハ
。
我

ハ

五
台

山

竹

林

寺

ノ
方

二
在

ト

テ
。

カ
キ

消

様

二
失

ヌ
。

入

木

是

ナ

リ
。

と
あ

る
。

こ

こ

に
は
王
義

之
は
全

く
登
場

せ
ず

、
文
殊

菩

薩

の
化

身

で
あ

る
童

子
が

大
木

に
書

い
た
書

が
木

の
裏

へ
貫
通

し

て

い
た

と

い
う
故
事

が

「
入
木
」

の
由

来

で
あ

る
と
説

い
て
い
る

の
で
あ

る
。

 

こ

の
よ
う

に
、

文
殊
菩

薩

は
入
木
道

や
文
字

と
深

い
関

わ

り

の
あ

る
仏

で
あ
る

と

い
え
、

さ
ら

に
空
海

と

と
も

に
語

ら

れ
る

こ
と
が
多

い
こ
と

に

気

づ

か
さ

れ
る
。
智

慧

の
仏

で
あ

る
か
ら

と

い
う

よ
り

も
、

こ
う

し
た
事

実

に
よ

っ
て
、
生

直

の

「
筆
道

擁
護

之
三
尊

」

の

一
尊

に
加

え
ら

れ
た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲

筆
硯
童
子

 
最
後

に
、
筆
硯
童
子
に
つ
い
て
で
あ
る

(図
1
参
照
)。
筆
硯
童
子
と

は
、
宇
賀
弁
才
天

(人
面
蛇
身
の
宇
賀
神
と
習
合
し
た
弁
才
天
)
の
春
属

で

あ

る
十

五

童

子

の
中

の

一
尊

で
あ

り
、
唐

の
不

空

訳

と

さ

れ

て

い
る

『仏

説

最
勝

護

国
宇
賀

耶

頓
得

如
意

宝

珠

王
陀

羅

尼
経
』

(
以
下

『宇

賀

耶
頓

得
陀

羅
尼

経
』

と
略

す
)

に
説

か
れ

て

い
る
。

し

か
し
、

佐
和

隆

研

氏

は

『仏

像
図

典
』

(吉
川

弘
文
館

、
昭

和

三
十

七
年

)

で
、

『
宇
賀

耶
頓

得
陀

羅

尼
経
』

は
日

本
撰
述

の
偽

経

で
あ
り
、

筆
硯

童

子
自
体

の
作
例

も

鎌
倉

後

期
以
前

に
は
遡
れ

な

い
と
指
摘

し

て
お
ら

れ

る
。

実
際

に
仏
説

で

あ

る

『
金
光

明
最
勝

王
経

』
大
弁

才
天

女
品

に
は
筆

硯
童

子

の
名

は
見

え

な

い
。

 

そ

の

『宇

賀
耶
頓

得
陀

羅
尼
経

』

で
、
筆

硯
童

子

は

「
復

タ
次

.
宇
賀

神

将

。
有
」
二
十

五
王

子
4

(中

略
)

第

三
.
王

子

ハ名

該
筆
硯
童

子
↓
。

説

訂根

本

叩砦

日
ク
。
庵

宇
賀
耶

。
曳

尾
惹
。

曳
臨

咀
娑

婆
詞

」

と
説

か
れ

て

い
る
。

さ

ら

に
そ

の
功

徳

に

つ

い

て

は

「
爾

時

。
宇

賀

神

王

及
ビ
十

五
.
童

子

各

説

誹
此

,
開几
づ
已

.大

地

六

返

振

動

.
天

.リ
雨

訊
.
卜
七

珍

万

宝

づ
厚

四
地

。
リ
.
、

高

キ
.
ト
至

鵠梵

天

宮

の

無

量

無

辺

.
人

及
ビ
三

途

八

難

受

苦

,
衆

生

悉

ク
受

"

楽

ヲ
、

財
宝

忽

.一令

晶
満

足
ご

と
あ

り
、
抜

苦
与
楽

と
福

徳

と
を

司

る
仏

と

さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、
十

四
世

紀
初

頭

に
成

立

し

た

光

宗

『渓

嵐

拾

葉
 図1筆 硯童子

(元禄3年 刊 『仏像図語彙』)
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集
』

巻

三
十
六

の

「
弁
才

天
法

秘
決

」

に
は
、
弁

才

天

の
十

五
童

子

に

つ

い
て

「
居

詩
.行
者

,
身
体

一、
致

二
擁
護

一」

と
あ

り
、

こ

こ
で

は
行

者

の
身

体

を
守
護

す

る
神

と

し
て
認
識

さ

れ

て

い
る
。

つ
ま

り
右

の
両
書

を
見

る

限

り
、
筆

硯
童

子
は
特

に
入
木

道

と

の
関

連

は
な

か

っ
た
ら
し

い
の
で
あ

る
。

 

し

か
し
、
前

に
引
用

し
た

『
筆
法

才
葉

抄
』

に
は

「
以
筆

為

骨
目
、

故

筆

硯
童

子

ハ
提
筆

坐

シ
給

ヘ
リ
」

と
あ

る
。

こ

の
記

述
だ

け

で
は
筆
硯

童

子

が

入
木
道

の
守

護
神

で
あ

る
と

ま

で
は

断
定

で
き
な

い
が
、

『宇

賀

耶

頓
得

陀
羅

尼
経
』

や

『渓

嵐
拾

葉
集

』

と
は
捉

え
方

が
異

な
り

、
筆
硯

童

子

を
特

に
意
識

し
て

い
る
様

子
が
垣

間
見

ら

れ
る
。

そ

の
ほ

か
、
中
世

に

成
立

し

た
入
木
道

伝
書
類

に
は
、

・
大
日
如
来
ハ
不
動
ト
現
シ
テ
。
悪
魔
ヲ
降
伏
シ
。
又
不
動
弁
才
天
ト

現
シ
テ
貧
報
ヲ
降
伏
ス
。
是
衆
生
化
度
之
故
也
。
然
文
字
ハ
弁
財
天

ノ
種
子
曼
茶
羅
也
。
筆
ハ
弁
財
天
三
摩
耶
形
。
硯
ハ
龍
池
。
弁
財
天

ノ
居
所
ノ
土
也
。
此
三
種
取
合
テ
。
不
二
一
体
ナ
ル
処
ヲ
。
筆
硯
童

子
ト
名
付
也
。
サ
レ
ハ
仮

ニ
モ
不
浄

ニ
シ
テ
硯
筆
墨
不
レ可
レ取
也
。

墨

ハ
弁
才
天
五
色
ノ
曼
茶
羅
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『鼠
麟
抄
』
巻

一
)

・
若
見
成
者
返
々
筆
硯
童
子
之
御
罰
ヲ
蒙
テ
。
永
可
断
仏
果
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(同
巻
八
)

・
抄
ヲ
バ
私
ニ
モ
見
ス
ル
物
ナ
ラ
バ
。
筆
硯
童
子
ノ
御
罰
ヲ
カ
フ
ム
ル

ベ
シ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(同
増
補
)

・
名
之
無
左
右
不
可
伝
此
書
。
若
シ
令
無
沙
汰
二
者
、
可
蒙
筆
硯
童
子

御
罰
者
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(伝
兼
明
親
王
撰

『金
玉
積
伝
集
末
』
中
)

・
ソ
レ
筆
硯
童
子
ト
ハ
弁
才
天
ノ
十
五
童
子
ノ
中
ノ
筆
硯
ト
ウ
ジ
也
。

本
地
観
世
音
菩
薩
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『玉
章
秘
伝
抄
』
下
)

な
ど
と

あ
り
、

筆
硯
童

子

に
関

す

る
少
な

か
ら

ぬ
記
事

を

見
出

す

こ
と
が

で
き

る
。

特

に

『顧

麟
抄

』

の
記
事

に
よ

っ
て
、
入

木
道

に
お
け

る
筆

硯

童

子
信
仰

は
、

遅
く

と
も
南

北
朝

時
代

に
は
確

立
し

て

い
た
も

の
と
見
ら

れ
る
。

た
だ
し

、
空
海

や

文
殊

菩
薩

と

は
違

い
、
筆

硯
童

子
が

能
書

で
あ

る
と
す

る
伝
承

、
あ

る

い
は
書

に
関

わ

る
奇
瑞

を
見

せ
る

な
ど

と

い

っ
た

言
説

は
、
管

見

の
範

囲

で
は
見
当

た

ら
な

い
。

 
宇

賀
弁

才
天

の

一
春

属

で
あ

り
、
抜

苦
与

楽

と
福
徳

と

を
司

る
筆

硯
童

子
が
、

い
か
な

る
理
由

を

も

っ
て
入
木

道

守
護
神

と
さ
れ

る

に
至

っ
た

か

に

つ
い
て
は
な

お
検

討
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
し

か
し
単

純

に
考

え
れ

ば

、
入
木

道

に
は
不

可
欠

の
筆

と
硯

と
を
持

つ
そ

の
容

姿

が
、

次
第

に
入

木
道

守
護

神

へ
と
変
容

さ
せ

て

い

っ
た

の
で

は
な

い
か
と
考

え

る

の
が
妥

当

で
あ

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

 

あ

る

い
は
ま

た
、

「
我

国
弘

法
大

師

、
諸

州
水

な

き
地

に
錫

を

卓

て
、

湧
泉
せ

し
む
」

(天

野
信
景

『塩

尻
拾

遺
』

巻

六
十

一
)
と

あ

る
よ

う

に
、

い
わ

ゆ
る

「
弘

法
水

」

と

い

っ
た
類

の
水

に
関
連

す

る
伝

承
が

空
海

に
は

数

多
く

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら
、

次
第

に
水

(河

)
を
神

格
化

し

た
神

で
あ

る
弁
才

天
と
空

海

と
が
結

び

つ
け
ら

れ
、

そ

の
結
果

、
弁
才

天

の
春

属

で

あ
り
、
筆

と
硯

と

を
持

つ
筆
硯
童

子

が
注

目

さ
れ
、

守
護
神

と
目

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
て

い

っ
た

と
推
測

す

る

の
は
、
考

え
過
ぎ

で
あ

ろ
う

か
。
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二

江
戸
時
代
の
誓
状
を
通
し
て
見
る

「
筆
道
擁
護
之
三
尊
」

 

と

こ
ろ

で
、

「
は

じ

め

に
」

で
述

べ
た
よ

う

に
、
守

護

神

は

そ

の
芸
道

に
関

わ

る
者

を
守
護

す

る
と

い
う
役

割
を

担
う

と
定
義

し

た
。

し
か

し
、

守
護

す
る

こ
と
だ

け
が
守

護
神

の
役
割

で
は
な

か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

こ

の
問

題

に

つ
い
て
、

冷
泉

家
時

雨
亭

文
庫
蔵

の
歌
道

誓
状

を
援
用

し

て
考

(11
)

え
る
。

 
永
禄
二
年

(
一
五
五
九
)
付
の
島
津
義
年
誓
状
に
は

「此

一
札
、
曾
他

見
有
間
敷
候
、
若
於
偽
申
者
、
日
本
国
中
神
舐
、
別
而
玉
津
嶋
明
神
可
罷

蒙
御
罰
者
也

(傍
線
稿
者
。
以
下
同
)
」
と
、
ま
た
、
同
十
年
二
月
二
十

三
日
付
の
富
樫
氏
増
誓
状
に
も

「為
従
今
日
寄
道
御
門
弟
之
間
、
諸
事
疎

略
存
間
敷
候
、
錐

一
言
被
仰
聞
候
事
、
聯
爾
仕
間
敷
候
、
若
偽
存
者
、
日

本

国
中

大

小
神

祇

、
別

而
住

吉

・
玉
津

嶋

明

神

可

蒙

御

罰

者

也
」

と

あ

る
。

こ

こ
で
は
住
吉

や

玉
津
嶋

と

い

っ
た
本
来

歌
道

を
守

護
す

る
と

さ
れ

る
神

々

は
、

誓
状

に
勧
請

さ

れ
た
時

、
伝

授

に
際

し

て
違

背
す

る
者

を
処

罰

す
る

と

い
う
役
割

を

も
担

っ
て

い
る
様

子
が

伺

え
る
。

 

こ

の
よ

う

に
、
守

護

神

は

「
守

護

す

る
」

と

は
相

反

す

る

「
処

罰

す

る
」
と

い
う

性
質

を
も
持

つ
と

い
う

こ
と
が

わ
か

る
。

こ

の
点

を
踏

ま
え

れ
ば

、
入
木
道

の
誓

状

で
違
背

者

に
罰
を

下
す

た

め

に
勧

請

さ
れ

て
い
る

神
仏

は
、
入
木

道

の
守
護

神

と
考

え
ら

れ

て

い
た

と

い
う

こ

と
に
な

る
。

 

た
だ
し
、
佐

藤
弘

夫
氏

は
誓

状

の
典
型

的
な

書
式

に

つ
い
て
、

梵

天

・

帝
釈

天
以
下

の
天
界

の
諸

尊

や
閻
魔

を

は
じ

め
と

す
る
道

教
的

な
神

々
、

あ

る

い
は
日
本

全

国

の
大

小

の
神

々
が
勧

請

さ
れ

る
と

い
う

こ
と
を
指

摘

さ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
梵

天

や
帝
釈

天
、

日
本

国
中

の
大

小
神

舐

は
、
誓

状

に
普

く
勧

請

さ
れ

る
神

仏

で
あ

り
、

あ

る
特
定

の
芸
道

の
み
を
処

罰

す

る

(
一
方

で
は
守

護
す

る
)
神

仏

と

し
て
想

定

さ
れ

て
い
た

わ
け

で
は

な

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
本

稿

で
は

こ

の
佐

藤
氏

の
御
説

に
従

い
、
誓
状

を
考

え
る
際

に
は
こ
う

し

た
神
仏

は
措

い
た
上

で
、
右

の
冷
泉

家

に
残

さ

れ

た
歌
道

誓

状

の
よ

う

に

「
別

而

」
、
あ

る

い
は
後

に
引

用

す

る
文
書

類

に

「
殊

」

と
し

て
特
記

さ
れ

て

い
る
神

仏

に

つ

い
て
取

り
上
げ

て

い
く

こ

と
と

す
る
。

誓
状

と

い
う

フ
ィ

ル
タ

ー
を
通

す

こ
と

に
よ

っ
て
、
大

師
流

に
属

す

る
藤

木
生

直

の
尊

崇

す

る

「筆

道

擁
護

之

三
尊
」
、

す
な

わ

ち
空

海

・
文

殊
菩

薩

・
筆
硯
童

子

が
、

他
者

や
他

流
派

に
お

い
て
も
入
木

道

の

守
護
神

と

し

て
広

く
信

仰

さ
れ

て

い
た

の
か
と

い
う
点

に

つ
い
て
検

証

を

行

い
た

い
。

 

初

め
は

、
空
海

の
場

合

で
あ

る
。
延

宝

七
年

(
一
六

七
九

)
付

の
鷹
司

房
輔

に
よ

る
誓
状

(宮

内

庁
書

陵

部
蔵

『
入
木

道
誓

紙
案

文
』
。

函
架

番

号

二
六
五

-

八
〇

三
)

に
は
、
伝

授

の
内
容

を

み
だ

り
に

口
外
し

な

い
と

約

し
た
文

言

に
続

い
て

「
入
木
高

祖
空

海

 
宝
前

」

と
書

か
れ

て

い
る
。

こ
の
場
合

は
、
違

背
者

に
罰

を
下

す
存

在

で
は

な

い
が
、

「
宝

前
」

と

い

う
語

が
使

わ

れ
て

お
り
、
空

海

を
神
仏

と
し

て
見

て

い
る

と
言
え

る
。

一

方
、

近
衛

家
諸

大
夫

で
あ

っ
た
佐

竹

重
威

が
安

永
六
年

(
一
七
七

七
)

に

提
出

し
た
誓

状

(陽

明
文

庫

蔵

『
七
箇

条

誓
状

案

』
。
函
架

番

号

九

二
七

六

五
)

の

「
右
於

致
違

犯
者

、

可
蒙

日
本

国
大

小
神
舐

、
殊
筆

祖

弘
法
大

師
御

罰
者

也
」

と
あ

る

の
を
は

じ

め
、
近

衛
忠

房
が
文

久

二
年

(
一
八
六

二
)

に
諸

大
夫

の
佐
竹

重
節

に
提

出

し

た
誓
状

(陽

明
文
庫

蔵

『
九
箇
条

御

誓
状

案
』
。
函

架
番

号

九

二
七

八

一
)

に
あ

る

「今

正

所

聞

之

口
訣

、

質
干

日
本

国
大

小
神

祇
、
殊

筆

祖
大

師
不

可
忽

緒
焉

」
な

ど
は
、

先

の
歌

道

誓
状

の
例

に
従

え
ば
空
海

が

処
罰

す

る
役
割

を
担

っ
て
お
り
、

ま

さ

に
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守

護
神

と

し

て
想

定

し
て

い
た

と
言
う

こ
と
が

で
き

る
。

 

し

か
し

、

こ

の
よ

う

に
空

海

を
守
護

神

と
し

て
認
識

し

て

い
る

の
は
、

空

海

の
書

法
を

継
承

す
る

と
称

す

る
大

師
流

に
関

わ

る
も

の
に
限
定

さ

れ

る

よ
う

で
あ

る
。
右

に
挙
げ

た
鷹

司
房

輔

と
佐
竹

重
威

、
近
衛

忠
房

も

ま

た
、

大
師

流
を

学

ん
だ
人
物

で
あ

る
。

先

に
見

た
よ
う

に
、

平
安

以
降
、

書

に
お

け
る
空

海

の
奇
瑞

を
強

調
す

る
記
述

や
能

書

と
し

て
空
海

を
紹
介

す

る
記
事

は
枚

挙

に
暇
が

な

い

の
だ

が
、
実

際

に
空
海

を
入

木
道

の
守
護

神

と
想
定

し

て

い
る
誓
状

は
、

大
師
流

と

い
う
極

め

て
限
ら

れ
た
流

派
内

の
み

に
見

ら

れ

る
現

象

で
あ

る
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。

 

さ
ら

に
、
空

海

と
と
も

に
登

場

す
る

こ
と

の
多

か

っ
た
文

殊
菩

薩
が

誓

状

に
勧
請

さ

れ

る
例

は
、

管

見

の
範

囲

で
は
見

当
た

ら
な

い
。
中

世
期

に

お

い
て
入
木
道

と
密

接

に
結
び

つ

い
た
文

殊
菩

薩
像

は
、

ど
う
や

ら
江

戸

時

代

の
誓
状

を
見

る
限

り
、

信
仰

に

は
結

び

つ
か
な

か

っ
た
よ

う

で

あ

る
。
少

な
く

と

も
文
殊
菩

薩

が
違
背

者

を
処
罰

す

る
と

い
う
役
割

を
担

っ

て
は

い
な

い

の
で
あ

る
。

 

し

か
し
筆

硯
童

子

の
場
合

、
空
海

や

文
殊
菩

薩

と
は
性
質

を

異

に
し

て

い
る
。

小
笹

喜

三

氏

『書

道

大
師

流

綜
考

』

(昭
和

十

六
年

)

に
所

載

さ

れ

る
寛

永

十

五
年

(
一
六

三

八
)
付

の
飯

田
才
兵

衛

の
誓

状

に
は
、

「
梵

天

・
帝
釈
天

・
四
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
六
十
余
州
大
小
神
祇
、
調

王
 

 

・
 

齋

罰

 

 
」

と
あ

り
、

筆
現

、
す

な
わ

ち
筆
硯

童

子

の
名

が
挙

が

っ
て

い
る
。

小
笹
翁

の
説

に
よ
れ
ば

、
飯

田
才
兵

衛

は
肥
後
熊

本

の
生

ま

れ
で
細

川
忠
利

に
仕

え

た
が
、

藤
木

敦
直

の
師

と
さ

れ
る
湯

浅
時

哉

か
ら
大
師

流

の
書

法
を

学
ん

だ
人
物

で
も

あ

る
。
大
師

流

を
創
始

し

た

敦
直

と
同

門

と

い
う

こ
と

に
な

り
、
才

兵
衛

の
誓

状

は
大

師

流

の
も

の
と

言

え
る
。

 

一
方

、
青

蓮
院

流

(御
家

流
)

の
場

合
、
例

え
ば

図

2

に
挙
げ

た
も

の

は
、
寛

文
十

二
年

(
一
六

七

二
)

の
年

紀
を
有

す

る
入
木
道

の
伝
書

(架

蔵

)

で
あ

る
。
青

蓮
院

流

、
あ

る

い
そ

の
亜
流

の
も

の
と
思
わ

れ

る
こ

の

伝
書

の
識
語

に
も
ま

た
、
筆

硯
童

子

が
勧
請

さ
れ

て

い
る
。

図2 〔入木道伝書〕(寛文12年 筆)識 語

 

 
さ
ら
に
、
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
に
ま
と
め
ら
れ
た

『維
新
前

東
京
市
私
立
小
学
校
教
育
法
及
維
持
法
取
調
法
』

に
あ
る

「梅
沢
大
陽
ノ

青
蓮
院
宮
家

へ
呈
出
セ
シ
誓
約
文
」
(弘
化
二
年

〔
一
八
四
五
〕
付
)
に

は

「右
之
趣
於
相
背
者
、
日
本
国
中
大
小
之
神

祇
・
氏
神

・
白
山
大
権

現
、
別
而
天
満
天
神

・
筆
硯
童
子
可
蒙
冥
罰
者
也
」
と
、
ま
た

「梅
沢
門

人
ヨ
リ
梅
沢
へ
呈
出
セ
シ
誓
約
文
」
に
は

「右
之
趣
於
相
背
者
、
可
蒙
日
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本
国
中
大
小
之
神
祇

・
氏
神

・
天
満
天
神

・
筆
硯
童
子
之
冥
罰
也
」
と
あ

る
。
梅
沢
大
陽
は
青
蓮
院
宮
の
直
門
と
し
て
能
書
の
名
が
高
か
っ
た
人
物

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
通
じ
て
、
誓
状
内
に
お
け
る
筆
硯
童
子
の
名

を
青
蓮
院
流
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
本
稿
で
は
限
ら
れ
た
誓
状
か
ら
入
木
道
の
守
護
神
に
つ
い
て
検
証
し
よ

う
と
試
み
た
。
稿
者
は
入
木
道
の
誓
状
全
て
に
目
を
通
し
た
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
不
十
分
の
諦
り
は
免
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
誓
状
に
基
づ
い
て

誤
謬
を
畏
れ
ず
に
結
論
を
言
え
ば
、
藤
木
生
直
の
言
う

「筆
道
擁
護
之
三

尊
」
の
う
ち
、
空
海
と
文
殊
菩
薩
と
に
関
し
て
は
処
罰
を
す
る
、
す
な
わ

ち
入
木
道

の
守
護
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
る
こ
と
は
稀
、
あ
る
い
は
皆
無
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
誓
状
か
ら
考
れ
ば
、
歌
道
守
護

神
で
あ
る
住
吉
明
神
や
玉
津
嶋
明
神
の
よ
う
に
、
空
海
や
文
殊
菩
薩
が
入

木
道
の
守
護
神
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
高
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

 

一
方

の
筆
硯
童
子
は
、
空
海
や
文
殊
菩
薩
と
は
違

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
奇

瑞
を
示
す
説
話
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
誓
状
を
見
る
限
り
、
流

派
を
超
え
て
入
木
道
守
護
神
と
し
て
筆
硯
童
子
を
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

 
も
ち
ろ
ん
、
藤
木
生
直
以
外
、
空
海
や
文
殊
菩
薩
が
全
く
入
木
道
の
守

護
神
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

お
そ
ら
く
、
個
人
的
に
空
海
や
文
殊
菩
薩
を
入
木
道
の
守
護
神
と
し
て
崇

敬
し
て
い
た
例
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
末
の
至

る
ま
で
そ
の
名
が
誓
状
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
筆
硯
童
子
は
、
比
較
的
広
く

入
木
道
守
護
神
と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
た
と
言
え
る
の
で
な
い
だ
ろ

(31)
)
。

》つ

カ

三

「筆
道
擁
護
之
三
尊
」
以
外
の
入
木
道
守
護
神

 
ー
菅
原
道
真
と
小
野
道
風
を
中
心
に

 

さ

て
、

こ
れ
ま

で
入
木

道

の
守
護

神

と
し

て
空
海

・
文
殊

菩

薩

・
筆
硯

童

子
を
中

心

に
検
証

し

て
き

た
が
、

さ
ら

に
菅

原
道
真

と

、
和
様

の
祖

と

称

さ
れ

る
小

野
道
風

と

に

つ
い
て

も
簡
単

に
触

れ

て
お
き

た

い
。

 

菅
原

道

真

は
、

現

代

で

は
学

問

の
神

と

し

て
あ

ま

り

に

も
著

名

で
あ

り
、
ま

た
書
道

上
達

の
神

と

し
て

の
認
識

も

さ
れ

て

い
る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。
道

真

に

つ
い
て
は
、

『本

朝
文

粋

』

に
見

え

る
慶

滋
保

胤

「賓

菅

丞

相

廟
願

文
」

(寛
和

二
年

〔九

八
六
〕
)

や
大
江

匡
衡

「
北

野
天
神

供
御

幣

井

種

々
物

文

」

(寛

弘

九

年

〔
一
〇

一
二
〕
)

に

「
文

道

之

祖

、

詩

境

之

主

」
あ

る

い
は

「就

中
文

道
之

大
祖

、
風

月
之

本
主
也

」

と
記

さ

れ
、
学

問

的

に
早
く

か
ら
特

別
視

さ

れ

て

い
る

こ
と

が
わ

か
る
が
、

能

書

で
あ

っ

た
と

い
う
点

に

つ
い
て
は

一
切

触

れ
ら

れ

て

い
な

い
。
実

際

に
道
真

の
真

筆

は
現
存

し

て

お
ら
ず

、
春

名
好

重

氏

編

『
古
筆

大

辞
典

』

(淡

交

社
、

昭

和
五

十

四
年

)

の
中

で
も
、

伝
道

真
筆

と

さ
れ

る
古

筆

は
十

五
点

ほ

ど

が
紹
介

さ
れ

て

い
る

に
過

ぎ

な

い
。

ま

た
、

『夜

鶴

庭

訓
抄

』

や

世
尊

寺

行

能

『
夜
鶴
書

札
抄

』

で
は
空

海

・
菅
原

道
真

・
小

野
道

風

が

「
三
聖
」

で
あ

る
と

し
て

い
る
が
、

こ
の

こ
と

に

つ
い
て
は
春

名
好
重

氏

が

『
上
代

能

書

伝
』

(木

耳
社

、
昭

和

四
十

七
年

)

の
中

で

「
平

安

時

代

に
は
、
道

真

の
書

跡

は
巧
妙

に
し

て
優
秀

で
あ
る

か
ら
尊

重

さ
れ
た

の
で
は

な

い
。

天
満
天

神

の
書

跡

す
な

わ
ち

「
神
筆

」

で
あ

る

か
ら
尊
重

さ

れ
た

の

で
あ

る
」

と
指
摘

し

て
お

ら
れ

る
通
り

で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
、

能
書

と

い
う
事

実

は
確

認

で
き
ず

、
天

神
が
書

い
た
も

の
と

い
う

発
想

か
ら

そ

の
書
が
尊

重

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
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ま

た
、
承

久
本

『北

野
天
神

縁
起
絵

巻
』

に
は
道

真

に

つ
い
て

「
王
城

鎮

守
神

々

お
ほ
く

ま
し

ま
せ

ど
、
北

野
宮

の
利
生

、

こ
と

に
す
ぐ

れ

て
、

あ
け

の
た

ま
が

き
に
再
拝

す

る
人
、

現
当

の
ね
が

ひ
、

あ

ゆ
み

に
し
た

が

ひ
て

み
ち
」

云

々
と
あ

る
よ
う

に
、

こ

こ
で
も
入
木

道

を
守
護

す

る
と

い

う

性
質

は
見

ら

れ
な

い
。

 

そ

れ
で

は
道

真

が
入
木

道

の
守
護
神

と

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て

い
く
転

機

と

は
何

で
あ

っ
た

か
。

 

鎌
倉

時
代

に
成
立

し

た
と

さ
れ

る

『
天
神

講
式

』

に
は
道
真

を

「
加

之

於

一
切

願
望

。
莫

不
成
就

円
満

。
於
諸

道
芸
能

。

莫
不
達

淵

源
」

の
神

と

し

て

い
る
。

こ

こ
で
は
直

接
道

真
を
能

書

で
あ

る
と

は
言

及

し

て

い
な

い

が
、

「諸

道

芸
能

」

に

お

い
て
必
ず

淵

源

に
達

す

る

と
説

か

れ

て

い
る
。

こ

の
思

想

は
慶

安

元
年

(
一
六
四

八
)
刊

の
室

町
時

代
物

語

『
天
神

御
本

地

』

の
本

文

「
ま

こ

と

に
、

さ

い

か
く
げ

い
の

ふ

も
、

い

み

じ

く

ま

し

く

け
る

ほ
ど

に
、
ま

た
人

な
く

そ
、

み
え
さ

せ
給

ひ
け
る
」

に
も
影
響

を
与

え
た

と
見
ら

れ
る
。

こ
う

し

た
思
想

が
次
第

に
拡
大

解
釈

さ

れ
、

さ

ら

に

「
神
筆

」

の
思
想

と
相
侯

っ
て
、
入
木

道
を

も
守
護

す

る

の
だ
と

い

う
考

え
が
誕

生

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

こ
う

し
た
動

き

に
拍

車

を

か
け
た

の

が
、
人

形
浄

瑠
璃

の
影
響

で
あ

る

と
思
わ

れ
る
。

こ

の
こ
と

は
春
名

好
重

氏
や
原

道
生

氏

ら
の
先
学

が
既

に
指

摘
し

て

お
ら

れ

る

の
で
詳

細

は
避

け

る
が
、

道
真

n
入
木
道

の
守
護

神

と

い
う
認

識

は
、
山
本

角

太
夫

の

『
天

神

御

出
生

記
』

(延

宝

五
年

か

ら
貞
享

二
年

の
間

に
刊
行

)

を

は
じ

め

と

し

て
、

正
徳

四
年

(
一
七

一
五
)
初

演

の
近

松
門

左
衛

門

『
天
神

記
』

に

「
我
都

を
出

し
時
京

童

に
契
約

有
。

天
が
下

の
稚

き
者
。

手

習
学
問

詩
歌

の
道

の
守

り
神

。
身

の
憂

き
数

に
た
く
ら

べ
て
。

我
を

信
ず

る
輩

は
無
実

の
難

は
遁

る

べ
し
」
、
あ

る

い
は
竹

田
出
雲

・
並

木

千
柳

・
三
好

松

洛

・

竹
田
小
出
雲
の
合
作
で
延
享
三
年

(
一
七
四
六
)
に
初
演
さ
れ
た

『菅
原

伝
授
手
習
鑑
』
に
は

「唐
迄
誉
る
菅
原
の

一
流
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
、
次
第
に
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
細
井
広
沢
の

『観
鷲
百
讃
』
(享
保
十

一
年

〔
一
七
二
六
〕)
に

「菅
公
も
丙
日
に
莞
じ
給
ふ
な
れ
ば
、
和
朝
の

書
を
学
ぶ
人
も
丙
を
い
む
べ
き
也
」、
あ
る
い
は
中
山
高
陽
の

『観
鶯
百

調
批
考
』
(安
永
四
年
)
に
は

「延
沖
按
に
、
こ
の
方
村
学
生
の
菅
公
を

書
学
の
祖
と
思
ひ
て
祀
る
」
と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文

化
六
年

(
一
八
〇
九
)
成
立
の
大
窪
詩
佛

『詩
聖
堂
詩
集
』
初
編
巻
四
の

「菅
神
廟
前
梅
応
大
聖
寺
侯
賦
」
に
は

「児
時
曽
学
レ書
師
命
祭
二公
神
一、

(中
略
)
童
子
何
識
レ公
、
只
謂
善
書
人
」
と
あ
り
、
寺
子
屋
に
お
い
て

も
祀
ら
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
前
掲

『維
新
前
東
京
市
私

立
小
学
校
教
育
法
及
維
持
法
取
調
法
』
所
載
の

「梅
沢
大
陽
ノ
青
蓮
院
宮

家

へ
呈
出
セ
シ
誓
約
文
」
の
ほ
か
、
慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
に
大
橋
流

(御
家
流
の

一
流
派
)
四
世
の
大
案
堂
重
行
が
提
出
し
た
起
請
文
に
も

「右
之
条
々
於
相
背
者
、
梵
天

・
帝
釈

・
四
大
天
王

・
総
日
本
国
中
六
十

余

州
大

小
神
舐

、
殊

二
天

満
大
自

在
天

神

・
部
類
春

属
神

神

罰
冥

罰
各

可

蒙
者

」

と
あ

る
よ

う

に
、

誓
状

に
も
天

神
、

す
な

わ

ち
道

真

が
勧

請

さ

れ

る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

こ
う

し
て
、

菅
原

道
真

は
江
戸

時

代
中

期

以
降

に
次
第

に
入
木

道

の
守
護

神

と
し

て
祀

ら

れ
る

よ
う

に
な
り

、
誓

状

に
お

い

て
も

筆
硯
童

子

な
ど

と
と
も

に
勧
請

さ

れ
、
入

木
道

の
守

護
神

の
地

位

を
確

立

す

る

に
至

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

 
次

に
、
小

野
道
風

に

つ
い
て
で
あ

る
。
道

風

は
三
蹟

の

ひ
と

り

と
し

て

そ

の
名

は

つ
と

に
知
ら

れ

て

い
る
。
道

真

と

は
違

っ
て
道

風

は
、

『屏

風

土

代
』

や

『智

証
大

師
誰

号
勅
書

』

な
ど

の
真
筆

が
現
代

に
ま

で
伝

わ

っ
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て
お
り
、
ま
た

『継
色
紙
』
や

『本
阿
弥
切
』
な
ど
の
よ
う
に
、
仮
名
の

伝
承
筆
者
と
し
て
道
風
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
道
風
が
二
十
七
歳

で
昇
殿
が
聴
さ
れ
た
の
も
能
書
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
り
、
没
後
も
そ
の

書
は
贈
答
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
在
世
中
か
ら
能
書
の
誉
れ
が
高
く
、
現

在
も
和
様
の
祖
と
し
て
の
評
価
は
高
い
。

 
こ
の
よ
う
な
際
立

っ
た
業
績
を
後
世
に
残
し
た
人
物
、
例
え
ば
歌
人
と

し
て
名
高

い
柿
本
人
麻
呂
、
蹴
鞠
の
名
人
だ
っ
た
藤
原
成
通
が
そ
れ
ぞ
れ

歌
道
や
蹴
鞠
道
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
和
様
の
祖
と
さ
れ

る
道
風
が
入
木
道
の
守
護
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

事
実
、
滋
賀
県
大
津
市

(平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
の
合
併
以
前
は
滋
賀

郡
志
賀
町
)
や
京
都
市
北
区
杉
坂
道
風
町
、
愛
知
県
春
日
井
市
松
河
戸
町

に
道
風
を
祀
る
神
社
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
風
に
は
宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
十
二
月

一
日
に

「正

一
位
道
風
武
大
明
神
」
と
い
う
神
階

な
ら
び
に
神
名
が
授
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 
し
か
し
、
そ
の
書
が
尊
重
さ
れ
た
道
風
で
は
あ
る
が
、
『夜
鶴
庭
訓
抄
』

や

『夜
鶴
書
札
抄
』
な
ど
の

「三
賢
之
聖
跡
と
申
事
」
に
お
い
て
、
道
風

の
名
を
挙
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
特
に
道
風
に
対
し
て
神
聖
視
、
な
い
し

宗
教
的
権
威
を
付
与
し
て
い
る
ふ
し
は
見
ら
れ
な
い
。
誓
状
の
中
で
も
道

風
に
誓

っ
た
り
、
道
風
が
伝
授
に
違
背
し
た
者
に
罰
を
下
す
と
い
っ
た
例

は
管
見
の
範
囲
で
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
江
戸
の
文
芸
作
品
に
お
け
る
道
風
の
描

か
れ
方
に
触
れ
て
み
た
い
。
宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
に
大
坂
竹
本
座
で

初
演
さ
れ
た

『小
野
道
風
青
柳
硯
』
は
、
前
歴
が
大
極
殿
普
請
の
番
匠
と

い
う
設
定

の
道
風
が
、
蛙
が
柳
に
飛
び
つ
こ
う
と
す
る
姿
を
見
て
橘
逸
勢

の
謀
反
を
知
る
と
い
う
内
容
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
を
持

っ

た

こ
と

の
な

い
無
筆

の
男

道
風

が
、

乳

母

の
法

輪

尼
が
起

こ
す
奇

跡

に
よ

っ
て
能
書

に
な

る
と

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
ほ
か

、
三
浦

安
貞

『梅

園
叢

書
』

(寛

延

三
年

〔
一
七

五

〇
〕
蹟

)

に

は
、
道

風

の
著

名

な

逸
話

、小
野
道

風

は
、

本
朝

名

誉

の
能

書

な
り
。

わ
か

〉
か
り

し

と
き
手

を

ま
な

べ
ど
も

、
進

ま
ざ

る

こ
と
を

い
と

ひ
、
後

園

に
躊

躇
し

け

る
、

墓

の
泉

水

の
ほ
と

り

の
枝

垂

た

る
柳

に
と
び

あ
が

ら
ん

と

し
け

れ
ど

も
と

ゴ
か
ざ

り
け

る
が

、
次
第

々
々

に
高

く

飛

で
、
後

に
は
終

に
柳

の
枝

に
う

つ
り
け

り
。
道

風
是

よ

り
芸

の

つ
と

む
る

に
あ

る
事
を

し

り
、
学

で

や
ま
ず
、

其
名

今

に
高

く
な

り

ぬ
。

が
載

せ
ら

れ

て
い
る
。

こ

れ
ら

に
も
共

通

し
て
能

書

と
し

て

の
記

述

は
あ

る
が
、
信
仰

の
対

象

と
な

る

べ
き
趣

旨

が
記

さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た
、

道

風

の
肖
像

画

に
関

し

て
、
伴

蕎
膜

な

ど
は

「
小

野
道
風

朝
臣

の
肖

像
、

即

小

野
社

の
真

影

の
写
し

な

る
よ

し

の
物

あ

り
て
、

誠

に
馬
面

と

い

ひ
伝

ふ

る
ご

と

き
容

貌

に
し

て
」

(
『
閑

田
次
筆

』
巻

二
)

云

々
と
述

べ
て

い
る
ほ

か
、
小
山

田
与
清

『松

屋
筆

記
』

巻
九

十

七

に
も

「道

風

の
ふ

る

ひ
筆

」

な

ど

の
記
事

が
あ

り
、

こ

れ
ら

に
も
あ

ま

り
崇
敬

し

て

い
る
と

は
思

え
な

い
記

述
が

目
立

っ
て

い
る
。

 

こ

の
よ

う

に
、
江
戸

時
代

に
お

い
て
も
、

道
風

が
広

い
範

囲

で
守
護

神

と
し

て
認

識
さ

れ
、
信

仰

さ
れ

て

い
た
形
跡

は
あ

ま

り
確
認

す

る

こ
と
が

で
き
な

い
の
で
あ

る
。

先
程

触

れ
た
道

風

を
祀

る
神
社

も
、

摂
社

や
小
祠

な
ど
を
除

け
ば

お

そ
ら
く

三
社

の

み

に
過

ぎ
な

い
の
で

は
な

か
ろ
う

か

と

思

わ
れ

る
。
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こ

の
こ
と

は
何

に
起
因

し

て

い
る
の

で
あ

ろ
う

か
。

そ

の
片
鱗

を
示

す

最

古

の
記

事

と
思

わ
れ

る

も

の
が
、

『
本
朝

神

仙
伝

』

の

「朱

雀

門
額

又

有

精

霊
。

小

野
道

風

難

之

日
。
可

謂

米

雀

門
。
夢

有

人
来

称

弘

法
大

師

使

。
踏

其
首
。

道
風

仰
見
。

履
鼻

入
雲

不

見
其
人

」

で
あ

ろ
う
。

す
な

わ

ち
朱
雀

門

の
額

字
を

書

い
た
空
海

を
批

判

す

る
と

い
う

こ
の
記
事

は
、

類

似

し

た
も

の
が

『古

今
著
聞

集

』

や

『
源

平
盛
衰

記
』

な

ど

に
も
見
ら

れ

る
。

し

か
し
、
道

風

に
対

し

て
最

も
負

の
面

を
強

調

し

て

い

る

の

は
、

『
太
平

記
』

の
次

の
記
事

で
あ

る
。

高

野

大
師

未

来

を

鑑

み
給

ひ

て
、

門

々

の
額

を
書

か

せ
給

ひ

け

る

に
、
大
極

殿

の
大

の
字

の
中
を
引

き

切

つ
て
、
火

の
字

に
し
て
書

か

れ
け

る
。

朱
雀

門

の
朱

の
字

を
ば

、

米

と

い
ふ
字

に
ぞ
遊
ば

さ

れ
た

り
け

る
。
時

に
小

野

道
風

こ
れ
を

見

て
、

「
大
極

殿

は
火

極

殿
、
朱

雀

門

は
米

雀
門

」

と
そ
難

じ

た
り
け

る
。
大

権

の
聖
者

の
未

来
を

鑑

み
て
あ

そ
ば

し
け

る
を
、
底

下

の
凡
俗

と
し

て
申

し

け
る
罰

に
や
、

そ

の
後

よ
り
道

風
筆

を
取

る

に
手

振

る

へ
て
、
文

字

の
様
正

し

か
ら

ざ

れ

ど

も
、
草

書

に
妙

を
得

し
人

な

れ

ば
、

わ

な

な

ひ
て
書

け

る

も
、
却

つ
て
筆

勢

に
ぞ
な

り

に
け

る
。

つ
い
に
大

極
殿

よ

り
火
出

で

て
、
諸

司
八
省

こ
と
ご

と
く
焼

け

に
け
り
。

 

 

 
 

(
『太

平
記

』
巻

十

二

「
大
内

造
営

井
び

に
聖

廟

の
御
事

」
)

 

こ
こ

で
は

「
大
権

の
聖

者
」

空
海

の
書

に
対

す
る

「
底
下

の
凡
俗
」

道

風

の
批

判
が
描

か
れ
、
結

果

と
し

て
大
極

殿
が
焼

失

し
た

と

い
う
好

ま
し

く
な

い
状
況

を
生

み
出

し
た

と
述

べ
ら

れ
て

い
る
。

 

こ

の
記
事

は
注

目
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
道
風

の
、

早

く

か
ら
入

木
道

に

お

い
て
も
神
聖

視

さ
れ

て

い
た
空
海

を
批

判

し
た
、

な

お
か

つ
そ

の
批

判

に
よ

っ
て
被
災

し

た
と

い
う
伝

承

が
、
道

風

に
後

世

ま

で
暗

い
影

を
落

と

し
た

の
で
は

な

い
だ
ろ

う

か
と
思

わ
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

た

め

に

入
木
道

の
守

護
神

と

し

て
の
認
識

は

一
部

の

み
で
広
範

囲

に
亘

っ
て
は
浸

透

せ
ず
、
道

風

を
祀

る

に
し

て
も
限
定

的

に
見

ら
れ

る
と

い
う
程

度

に
止

ま

っ
て

し
ま

っ
た
可
能

性

は
低

く
な

い
と
思

わ

れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
入
木
道
の
守
護
神
に
は
信
仰
人
口
の
多
寡
は
あ
る
が
、
今

ま
で
述
べ
て
き
た
空
海
、
文
殊
菩
薩
、
筆
硯
童
子
、
菅
原
道
真
、
小
野
道

風
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
神
仏
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
大
師
流
の
場
合
、
二
で
そ
の
敬
白
文
を
挙
げ
た
大
師
流
の
藤

木
生
直
の
子
、
司
直
が
享
保
五
年
に
著
し
た

『入
木
道
注
進
』
(国
立
公

文
書
館
蔵
)
で
、
大
師
流
の
守
護
神
を

「自
今
藤
孝
の
朝
臣
を
此
道
の
守

護
神
と
仰
申
べ
き
よ
し
御
契
約
あ
り
て
、
夫
よ
り
し
て
秋
共

(11
飯
河
秋

共
)
を
中
興
と
し
、
藤
孝
君
を
守
護
神
と
崇
申
候
事
に
御
座
候
」、

つ
ま

り
、
細
川
幽
斎
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
近
衛
家
熈
が

元
禄
九
年
に
生
直
か
ら
大
師
流
の
伝
授
を
受
け
た
際
に
提
出
し
た
誓
状

(陽
明
文
庫
蔵

『家
熈
公
筆
道
誓
状
』。
函
架
番
号
九
二
七
五
〇
)
に
は

「賀
茂
生
直
所
伝
五
筆
和
尚
心
筆
地
使
口
訣
、
謂
為
子
孫
漫
不
可
出
口

外
、
偏
奉
任
 
祖
神
照
鑑
者
也
」
と
か
、
近
衛
忠
熈
が
文
政
四
年

(
一
八

二
一
)
に
佐
竹
重
勝
に
提
出
し
た
誓
状

(陽
明
文
庫
蔵

『忠
熈
公
入
木
道

入
学
誓
状
』
。
函
架
番
号
九
二
七
五
九
)
に
は

「
今
度
忠
熈
入
木
道
預
指

南
処
也

(中
略
)
若
於
違
背
者
、
非
人
情
、
天
神
地
祇
照
覧
可
有
之
者

也
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
誓
状
に
は

「祖
神
」
や

「天
神
地
舐
」
と
あ

る
の
み
で
、
空
海
は
勧
請
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
大
師
流
に
お
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い
て
も
全

て
が
空

海

に
統

一
さ
れ

て

い
た

わ
け

で
は
な

い
の
で
あ

る
。

 

ま

た
、
唐

様
書
家

と

し

て
知

ら
れ

る
沢

田
東

江

の

『東

江
先

生
書

話
附

録
』

(明
和

六
年

〔
一
七
六
九

〕
)

に
は

「書

話

に
て

王
義

之

と
申

せ
ば

、

儒
家

の
孔

子

に
て
御
座

候
、
仏

者

の
釈

迦

に

て
御
座

候

、
夫

故
王
義

之

を

信
仰

仕
候

」

と
あ
り
、

東
江
自

身

は
王
義

之
を
信

仰

し
て

い
た
様

子
が

伺

え

る
。

さ
ら

に
、
明

や
清

の
例

で
は

あ

る

が
、

先

に

触

れ

た

『観

驚

百

讃
』
巻

之

五
第

九
十

一

「
蘇

米
鶴
林
寺

伽
藍

神
」

に

は

「
潤

州

の
鶴

林
寺

に
、

米
元

章

、
蘇

東
岐

を

以

て
伽
藍

神

に
祭

り

て
有

、
珍

し

き
事

也

と

云
、

知
慎

云

、
鶴

林
寺

の
開

山

僧
、

宋

朝

の
筆

法

に
す

き

け

る

か
」

と

か
、

『
観
鷲

百

調
批

考
』

に

は

「
唐
土

に
も
、

雲
南

の
俗

は
、
義

之

を
先

師

と
云

て
ま

つ
れ
る
」

と
あ

り
、
米

元
章

や
蘇

東
披

、

王
義

之
を

信
仰

し

て

い
た
者

も
あ

っ
た
よ

う
だ
。

万
事
範

を

明
や
清

に
求

め
よ

う

と
し

た
唐

様
書
家

の
中

に
は
、

こ
れ

に
倣

っ
た
者

も

い
た

の
か

も
知

れ
な

い
。

さ
ら

に
、

注

(
13
)
で
も
触

れ
た
よ

う

に
、
持

明
院

流

に
お

け
る
誓

状
を

「
持

明

院
流

入
木
道

」

で
見

る
限
り
、

具
体
的

な
神

仏

の
尊
名

は
見

ら

れ
な

い

の

で
あ
る
。

 

結

局
、

入
木
道

に
お

い
て
は
そ

の
守

護
神

は
個

人
的

な

レ
ヴ

ェ
ル
で
か

な

り

の
多
様

性

を
持

っ
て
存
在

し

て
お
り

、
歌
道

に
お
け

る
住
吉

明
神

や

玉
津

嶋
明
神

、

あ
る

い
は
蹴
鞠

道

に
お
け

る
精
大

明
神

の
よ
う

に
、
特

定

の
神

仏
を

守
護
神

と

し
て
限
定

す

る

の
は
困
難

で
あ

る
と
言

わ
ざ

る

を
得

な

い
。
し

か
し
、

先
程

か
ら
述

べ
て

い
る
よ
う

に
平
安

時
代

末
期

以
降

の

伝
書

類
や

江
戸
時

代
を
中

心

と
す

る
誓
状

を
通

じ

て
見

た
時

、
筆

硯
童

子

が
時

代
を
超

え

て
比
較

的
広

い
範
囲

で
入

木
道

の
守
護

神

で
あ

る
と

い
う

認

識
が

な
さ
れ

、

さ
ら

に
ま
た
、

江
戸
時

代
中

期
以

降

に
は
、

浄
瑠

璃
な

ど

の
影
響

か
ら

菅
原
道

真

が
入
木
道

守
護

神

と
し

て
次
第

に
認

識

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

と
言

え
る

の
で

は
な

い
だ
ろ
う

か
。

附
 
近
衛
家
熈
の
入
木
道
に
お
け
る
信
仰
に
つ
い
て

 
さ
て
、
藤
原
時
代
の
書
風
を
基
に
独
自
の
和
様
の
書
を
確
立
し
た
江
戸

時
代
の
能
書
、
近
衛
家
熈

(
一
六
六
七
ー

一
七
三
六
)
は
、
入
木
道
に
お

い
て
誰
を
守
護
神
と
見
な
し
、
尊
崇
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
も
併
せ
て
考
え
て
お
く
。

 
ま
ず
初
め
に
、
家
熈
が

一
般
的
に
い
か
な
る
信
仰
を
持

っ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
触
れ
る
。

 
近
衛
家
の
諸
大
夫
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
進
藤
長
之
の
日
記

『長
之
朝
臣

記
』
(更
衣
山
西
王
寺
蔵

『看
聞
秘
鉛
』
巻
五
所
収
)
享
保
十
年
七
月
二

十
四
日
条
に
は
、

未
半
刻
、
御
別
業
江
還
御
。
即
御
落
飾
、
御
薙
髪
也
。
(中
略
)
准

后
御
方

(11
家
熈
)
御
落
飾
之
事
、
表
向
に
而
者
受
戒
、
其
外
厳
重

之
御
作
法
有
之
由
、
当
時
御
帰
依
之
僧
も
無
之
、
元
来
御
仏
者
に
而

も
無
之
故
、
如
此
。

と
あ

る
。
晩
年

、
家

熈
が
出

家

す
る
際

に
は
、
特

に
帰

依

す

る
僧

も

お
ら

ず

、
「
仏

者

」

で
も
な

か

っ
た

と
認

識

さ

れ

て

い
る
。
し

か
し
猪

熊

信

男

氏

が

「
公
何

ぞ
信
仰

な

か
ら
ん
。

請

ふ
看

よ
、
享

保

二
年
九

月

公
親

し
く

製

す

る
所

の
安

禅
寺

の
不

空
羅
索

霊
像

記
中

の

一
説
を

」

と
、

不
空

羅
索

観
音

信

仰
を
指

摘

し

て
お
ら

れ
る
よ

う

に
、

家
熈

に
全

く
信

仰

心
が

な

か

っ
た

わ
け

で
は
な

い
。

 

ま

た
、
不
空

羅
索

観
音

信
仰

の
ほ
か

に
、
家

熈
は

若
年

か

ら
黄
漿

宗

に
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か
な

り
深
く

関
与

し

て

い
る
こ
と

が
確

認

さ
れ
る
。

近
衛
家

と
黄
彙

宗

と

の
関

わ
り

は
、

か

つ
て
近

衛
家

の
領

地

で
あ

っ
た
宇

治

に
黄
漿
山

万
福
寺

が

建

立

さ

れ

た

こ

と

に
起

因

す

る
。
特

に
明

か
ら

渡
来

し

た
高

泉

性

激

(万
福

寺
五

世
住

持
)

と

は
直

接

の
親

交
が

あ
り

、
元
禄

六
年

に
は
硯
銘

 

 

 

(23
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(24
)

を
請

う
た

り
、
家

熈
を
含

め
た
近
衛

家

の
人

々
と

面
会

し
て
、
詩

を
作

る

な
ど

の
関
係

が
見

ら

れ
る
。

ま
た
自

身

を
開

山
、

黄
奨
僧

百
拙

元
養
を

開

基

と

し

て
鳴

滝

に
法
蔵
寺

を
建

立

し

て
お
り
、

家

熈

の
黄

漿
宗

へ
の
帰
依

を

見

て
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

し

か
し
次

に
挙
げ

る
記

事

は
、
家

熈

の
信
仰

と

は
別

に
、
入
木
道

守

護

神

を
考

え

る
上

で
特

に
注
目

に
値

し
よ

う
。

内
府

(11
家
熈
)、
不
慮
被
感
得
三
跡
真
蹟
。
此
物
年
来
所
聞
及
也
。

但
、
持
主
称
道
風
物
は
、
慈
道
真
筆
楽
府
也
。
被
模
道
風
躰
無
疑
。

又
称
行
成
卿
真
筆
肢
詠
下
巻
、
東
寺
称
彼
卿
真
筆
之
由
、
錐
然
非
真

筆
。
於
此

一
巻
者
、
俊
頼
朝
臣
真
跡
無
疑
由
、
内
府
被
見
出
。
尤
無

疑
。
又
称
佐
理
卿
真
蹟
物
、
道
風
真
跡
詑
氏
文
集
無
疑
者
也
。
内
府
、

年
来
入
木
道
殊
熱
心
、

也
。

今
度
感
得
子
細
非
只
事
。
弘
法
大
師
之
加
護

(『基
熈
公
記
』
元
禄
二
年
八
月
十
二
条
)

 
家

熈
が
幼

少

の
こ

ろ
よ

り
三
跡

の
書

を
中

心

に
入
木
道

に
極

め

て
熱

心

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

(25
)

に
励

ん
だ

こ
と

は
よ
く

知
ら

れ

て

い
る
が
、

元
禄

二
年

に
家
熈

が
三
跡

と

さ

れ
る
書

を
入
手

し

た
際

に
、
父

で
あ

る
基

熈

は

「
弘

法
大
師

之
加
護

」

で
あ

る

と
述

べ
て

い
る
。
家

熈
が

空
海

を
崇

拝

し
て

い
た

の
か
、
あ

る

い

は
基

熈
が
家

熈

の
信
仰

に
関

係

な
く

こ

の
よ
う

に
述

べ
た

の
か
は

よ
く
わ

か

ら

な

い
が

、
家

熈

と

空

海

と

の
関

わ

り

を
示

す

最

も
古

い
記

事

と

し

て
、

興
味

深

い
。

 

こ

の
の
ち
家

熈

は
、

三
跡

の
書

の
ほ

か

に
、
空

海

の
書

も
熱

心

に
学

ぶ

よ

う

に
な
る
。

内
府

東
寺

ま

い
ら

る

ン
。
な

ぐ
さ

み

に
も

な
く
、

御
筆

は

い
け

ん
し

て
う

つ
し
た

き
と

の

の
ぞ

み
也

。

わ
か
き

ひ
と

の
し
ゆ

し
や

う
な

る

お
も

ひ
た
ち

と
め

で
た

さ
よ

ろ

こ
ぶ
。
今
朝

早

々
よ
り
出

ら

れ
、

日

く

れ

て
や
が

て
か

へ
ら

る

》
。

う

つ
し
ど

も

み
せ
ら

る

〉
。

こ

と

の

外

の
ま

ん
ぞ

く
が

り
也

。

め
で
た

し
く

。

 
 
 
 

(『元
上
法
院
殿
御
日
記
』
元
禄
三
年
三
月
二
十
七
日
条
)

 
家

熈

の
母

で
あ

る
常

子
内
親

王

の
日
記

『元

上
法
院

殿
御

日
記

』
を

は

じ

め

『
基
熈

公
記
』

な

ど

に
、
元
禄

三
年

か
ら
翌
年

に
か
け

て

こ

の
よ
う

な

記
事

を

見

る

こ
と

が

で
き

る
。
家

熈

は
晩

年
、

「
弘
法

ノ
筆

ハ
。

東

寺

程

多

キ

コ
ト

ハ
ナ

ク

テ
。

皆

々
紛

レ
ナ

キ

モ

ノ
ナ

リ
。
先

年

若

キ

御

時

二
。
朝

七

ツ
時

ヨ
リ

毎

日

御

成

ア

リ

テ
。

明

六

ツ

ヨ

リ
。
暮

六

ツ

迄

ヅ

・
。

十

二
日

ノ
間

二
。
残

ラ
ズ

写

シ
取

ル
」

(
『塊
記

』
享

保
十

三
年

四

月

十

五
日
条

)

と
回
想

し

て

い
る
よ
う

に
、
近

衛
家

の
陽
明

文
庫

に
は
空

海

筆

の

『風

信
帖
』

や

『真

言
七

祖
像
賛

』

な
ど

の
家

熈

に
よ

る
臨
模

が

伝

来

し
て

い
る
。

お
そ

ら
く

こ

の
時
期

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

 

ま

た
、
家

熈

は
空
海

の
書

を
見

学
し

て
臨
模

す

る
だ
け

で
な

く
、
実

際

に
入
手

も
し

て

い
る
。

元
禄

八
年

八
月

二
十

日
、
当
時

は
家

原
自

仙

と

い

う
京

の
町
人

が
所

持
し

て

い
た
伝

空
海

筆

と
さ
れ

る

『与
本

国
使

共
請

帰

啓

』

を
、
大

工
頭

中
井

正
知

を
介

し

て
入
手

し
た
。
常

子
内

親

王

は
こ

の
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こ
と

に

つ
い
て

「内

々
の
ぞ

み

の
大
師

の
御

筆
此
ご

ろ

し
よ

も
う

に
て
、

け
ふ

も
ら

ひ
給

ふ
。

ふ
し
ぎ

な
る
事
色

く

の
も

の
が

た
り
也

。

か
や
う

の
も

の
す
る

く

と
も

と
め
ら

る

〉
事

は
、

さ

て
く

め
う
が

に

か
な
は

れ
候

と
、
め

で
た

さ
、

よ
ろ

こ
び
、

も

つ
と
も

さ
、

い
ふ
ば

か
り
な

し
」

(『
元

上
法
院

殿
御

日
記
』
)

と
書

き

記
し

て

い
る
。

 

さ
ら

に
家
熈

は
、

こ
の
時

の
入
手

に
関

し
て
起

こ

っ
た
不
思
議

な
出

来

事

を
、

同
年
九

月

二
十

一
日

(二
十

一
日

は
空
海

の
示
寂

日
)

に
自
筆

で

書

き
残

し
て

い
る

(陽

明
文
庫

蔵

『家

熈
公

御
筆

』
。
函

架

番
号

九

二

八

三
四
)
。

元
禄
乙
亥
秋
七
月
朔
夜
、
夢
有
居
士
、
告
日
、
汝
鼻
願
求
空
海
大
師

之
書
、
当
時
有
与
本
国
使
共
請
帰
啓

一
首
書
翰
、
此
書
者
、
大
師
入

唐
求
法
之
暇
自
漢
至
唐
輩
出
之
善
書
、
悉
鑑
筆
意
聞
口
授
、
入
神
入

妙
、
益
深
而
伝
其
精
妙
於
本
朝
。
即
始
此
書
他
日
定
有
得
之
焉
。
予

云
、
如
何
応
得
之
乎
。
居
士
答
日
、
酌
井
水
、
必
可
得
之
。
(中
略
)

至
此
始
知
井
水
即
正
知
也
。
所
夢
真
不
虚
。
(下
略
)

 

す
な

わ
ち
、

夢

に
と
あ

る
居
士

が
出

て
、
空

海

の
書

の
入
手

を
予
言

し

た
と

い
う

の

で
あ

る
。
結

果
、

コ

種

之

珍

器
」

と
交
換

す

る

こ

と
を

条

件

に

『与

本
国

使
共
請

帰
啓

』

を
入
手

す

る
の

で
あ

る
が

、
そ

の
際

に
は

家

熈

は

「
歓
喜

不
知

手
足

之
舞
踏

」

と

い
う
状

態

で
あ

っ
た
と

い
う
。

 

ま
た
、

近
衛
家

所
蔵

の
も

の
に
は
、

空
海
ノ
片
仮
名
ノ
名
号
ヤ
。
空
海
入
唐
ノ
時
。
ア
ナ
タ
ヨ
リ
ノ
書
簡

二
。
金
胎
両
部
ノ
曼
茶
羅
二
幅
。
井

二
翻
訳
ノ
経
巻
二
百
余
巻
ヲ
書

写
セ
リ
。
是

ハ
国
家
鎮
護
ノ
重
物
タ
レ
バ
。
遣
唐
使
二
附
シ
テ
上
ス

ノ
由
ヲ
書
レ
タ
ル
書
簡
ア
リ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『梶
記
』
享
保
十
三
年
四
月
十
五
日
条
)

と

い

っ
た

空
海

の
書

も

あ

っ
た
。

こ

の

「
空

海

ノ
片

仮

名

ノ
名

号

」

と

は
、

『古

筆

大
辞
典

』

や

『弘

法
大
師

真
蹟

集
成

』

(法

蔵
館

、

昭
和

五
十

年

)

に

は
見

え

な

い
書

で
あ

る
。

こ

の
書

は

片

仮

名

で

「
ナ

ム

ア

ミ

タ

フ
」

と
書

か
れ

た
も

の
で
、
家

熈

に
よ

る
写

し
が
少

な
く

と
も

陽
明

文
庫

に

三
点

(う

ち

一
点

は

双
鉤

填

墨
)
所

蔵

さ

れ

る

の
を

稿

者

は
確

認

し

た
。

こ

れ
ら

の
空
海

の
書

に
対

し

て
、
家

熈

は

「
稀

代

ノ
名

物

ナ

リ

ト

ゾ

。
」

と
語

っ
て

い
る
。

 

こ
の
ほ

か

に
も

、
宝

永
五
年

に
家

熈
が

賢
聖
障

子

の
清
書

を
命

ぜ

ら

れ

た
時

に
は
、

基
熈

が
東

寺

の
大

師
堂

に
出
向

き
、

無
事

に
成

就

す

る
よ
う

祈

念

し

て

い
る
し

、
家

熈

は
享

保

後
期

に

は
染

筆

の
依

頼

を
断

っ
て

い

た
が
、

享
保

十
九

年

の
空
海

の
九
百

回
忌

で
使

用
さ

れ
る
祭

文

は
家

熈
が

清
書

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

こ

の
よ
う

に
、
家

熈

が
空
海

を
特

別
視

(な

い
し
憧

憬
)

し

て

い
た
記

事

は
少

な

く
な

い
。

し
か

し
、

家

熈

の
空
海

に
対

す

る
憧
憬

が
最

も

如
実

に
表

れ
て

い
る

の
は
次

の
記
事

で
あ
ろ
う

。

御

修

法

ニ
カ

・
ル
朧
醐
二
幅

ハ
。

モ
ト

弘
法

ノ
大

唐

ヨ
リ

取
得

テ
帰

朝

ア

リ

シ

ヨ
リ
以

来
。
近

代

マ
デ
掛

ケ

ラ

レ
テ
。

毎
年

東
寺

ヨ
リ
持

参

シ

ケ

ル

ヲ
。
ロ

ノ
御

時
。
[
目

ト

云

ヘ
ル
人

ハ
履
耕
家
。
真

言

宗

ノ
法

中

ト
ナ
リ

テ
。
十

九
歳

ノ
時

。
初

テ
此
修

法

ノ
人
衆

二
加

リ

テ
。
之

ヲ
拝

見

シ
。

日
本

二
並
ビ
ナ

キ
此
掛

物

ヲ
。
如

此

ニ
シ
テ
紛
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失

ア

ラ

バ
。
再

得

ハ
ナ
カ
ラ

ン

コ
ト
必

セ
リ
。

イ
デ

ヤ
此

ノ
御
像

ヲ

新

写

セ

ン
モ
ノ

ヲ
ト
思
立

テ
。

十
九

歳

ニ
テ
。
始

テ
画

ヲ
稽
古

セ
ラ

レ
テ
。
夫

ヨ
リ
年

月

ヲ
積

ム

コ
ト

十

七
年

ニ

シ
テ
。
成

就

セ

リ
。

中

々
其

人

ノ
カ

ニ
及
ブ

所

二
非

ズ

。
[
ロ

ノ
助

力

ニ
テ
。
修

覆
事

終

イ

テ
。
今
掛

ル

ハ
此

人

ノ
新

写

ナ
リ
。

ア

ル

マ
ジ

キ
大
功

ナ
リ
。

御

前

ニ
モ
弘

法

ノ
像

ヲ
書

テ

貰

ヒ

タ

リ
。

御

好

ミ

ニ
テ
独

鈷

ノ
代

リ

ニ
。
筆

ヲ
持

タ

ル
図

ナ
リ
。
珍

シ
。

御
本

蔵

ニ
ア
リ

。
拝
見

ス
ベ
キ

由

仰

ナ
リ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『
塊

記
』
享

保
十

六
年

正
月
十

二

日
条

)

 

こ

の
よ

う

に
、

空
海

の
画

像
を

、
家

熈
本

人

の
好

み

に
よ

っ
て
、
独

鈷

の
代

わ

り

に
筆

を
持

た

せ
た

空

海

の
図

と
し

て
描

か
せ

て

い
る

の

で
あ

る
。

 
家

熈

は
、
記
録

類

か
ら
筆

硯
童

子

や
菅

原
道

真

な
ど
を

入
木
道

守

護
神

と

し

て
尊

崇
し

て

い
た

こ
と
は
確

認

で
き
ず

、
家

熈
が
具

体
的

に
誰

を
入

木
道

の
守

護
神

と
し

て
想
定

し

て

い
た

か
に

つ
い
て
は
残

念

な
が
ら

現
時

点

で
は
不

明

で
あ

る
。

し

か
し
、

今
挙
げ

て
き

た
事

例

を
見

る

に
、

家
熈

が

か
な

り
深
く
空

海

に
傾
倒

し

て

い
た

こ
と
は

ま
ぎ

れ

も
な

い
事
実

で
あ

る
。

守
護

神

と
し

て
認

識

し

て

い
た

と
は
断

言
し
難

い
も

の
の
、
独

鈷
を

持

た
せ

た
空
海

の
図
像

を

描

か
せ
る

と

い

っ
た
行
為

は
、

空
海

に
対

す

る

信
仰

心

の
発
露

と
も
言

え

な
く

は
な

い
。
家

熈

は
空

海

に
対

し

て
信

仰

に

近

い
特
別

な
思

い
を
抱

い
て

い
た
と
言

っ
て
も
大
過

な

い
で
あ
ろ
う

。

丁 注

佐
々
木
孝
浩

「蹴
鞠
と
免
許
状
」
(関
場
武
編

『古
文
書
の
世
界
』
所
収
、

 
慶
應

義

塾
大
学
文
学
部
、
平

19
)
。

(2
) 
竹

下
豊

「住
吉

の
神

を
め

ぐ

っ
て
」

(『上

方
文
化

研
究

セ

ン
タ
ー
年

報
』

 

 
1
、
平

16
)
、
佐
々
木
孝
浩

「歌
神

と
し

て

の
住
吉

明
神
」

(『鎮

仙
』
謝
、
平

 

 
16
)
な
ど

に
詳
し

い
。

(3
) 

前
掲
注

(1
)
佐
々
木
氏
論
文
参
照
。

(4
) 

春
名
好
重

『春
名

好
重

の
よ
み
が

え
れ
賀
書

1
21
世
紀

に
む
け

て
ー
』

(中

 

教
、
平

12
)
所
収
。

こ
の
御
論
考

は
、
書
道

の
神

と
し
て
の
菅

原
道
真

に
つ
い

 

 
て
言
及
さ

れ
た
も

の
で
あ

る
。

(5
) 

前
田
香
雪

「賀
茂
流

の
伝
授
」

(
『好
古
類
纂
』
第

三
編
第

九
集
。
明

41
)

に

 

引
用
。

(6
) 

春
名
好
重

『古
筆
大
辞
典
』

(淡
交
社
、
昭

54
)
「
空
海
請

来
目
録
」

の
項
。

(7
) 

高
橋
俊
乗

「寺

子
屋

に
お
け
る
天
満

天
神

の
信
仰
」

(初

出
昭

4
。
村
山
修

 

 

一
編

『天
神
信
仰
』
所
収
)
。

(8
) 

春
名
好
重
ほ

か
編

『書
道
基
本

用
語

詞
典
』

(中
教
出
版
、
平

3
)
「入
木
」

 

 
の
項
。
な

お
、
横
井

時
冬

は

『芸
窓

篠
載
』

(明

37
)
で
、
王
義

之
が
北

郊

の

 

祀
の
祝
版

に
書

い
た
も

の
を
後
世
削

る
と
、
深
さ
七
分
ば
か
り
染

み
て
い
た
と

 

 
い
う
故
事
を
紹
介
し

て

い
る
。

(9
) 

「大

師
執

削
如
レ前

書
給
。

尼
給

テ
又
削
。
此
度

五
寸
木

ヲ
徹

ル
。
尼

申

サ

 

 
ク
。
如

レ此
功
積

メ
バ
。
木

モ
徹
リ
飯

モ
投
安

シ
ト
申
」

(『頗
麟
抄

』
巻

一
)
。

(10
) 

本
稿
引
用

の

『宇
賀
耶
頓

得
陀
羅
尼
経
』
は
、
山
本
ひ
ろ
子

『異
神

ー
中

世

 

 
日
本

の
秘
教

的
世
界
』

(平
凡
社
、
平

10
)
に
翻
刻
さ

れ
て

い
る
本

文

に
よ

っ

 

 
た
。

(11
) 

こ
れ
ら
の
誓
状

は
、

『冷
泉
家
時

雨
亭
叢
書
』
第

五
十

一
巻

「冷

泉
家
古

文

 

 
書
」

(朝

日
新
聞
社

、
平

5
)

に
所
載

さ
れ
て
い
る
。

(12
) 

佐

藤
弘

夫

『起
請

文

の
精

神
史

 
中

世

世
界

の
神

と
仏
』

(講

談

社
、
平

 

 
18
)
。

(13
) 

大
道
弘
雄

(寒
渓
。
持

明
院
流
入
木
道

の
宗
家
持
明
院
家

の
第

三
十
二
代
当

 

 
主
基

哲

の
女
婿
)

は

「
持
明
院

流

入
木
道
」

(『美
術

・
工
芸
』
第

十

六
号
、

 

 
昭
18
)

の
中

で
、
文
禄

四
年

(
一
五
九
五
)
付

の
烏
丸
光
広
誓
状

や
八
条
宮
智

 

 
仁
親

王
誓
状

を
は
じ
め
、
天
明
五
年

(
一
七

八
五
)
付

の
酒
井
抱

一
誓
状
、
寛

 

 
政
五
年

(
一
七
九

三
)
付

の
松
平
定
信
誓
状
、
同

八
年
付

の
松
平

訓
子

(高
松
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藩
主
松
平
頼
恭

女
)
誓
状

と
い

っ
た
、
持

明
院
家

に
残

さ
れ
た

い
く

つ
か

の
誓

 
 
状
を
紹
介

し
て

い
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
限

り

「
可
蒙
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
殊

 
 
氏
神
御
罰
者
也

」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
な
尊

名
は
勧

 
 
請

さ
れ
て

い
な

い
。

(14
) 

『古
筆
大
辞
典
』

に
あ

る
伝
道
真
筆

と
す
る
古
筆
十

五
点

の
う

ち
、
十

四
点

 
 
は
経

典
な
ど
仏

書

の
断
簡

で
あ
り
、
残

り

一
点

は

「白

氏
文

集
切

(百

錬

ノ

 
 
鏡
)
」
で
あ

る
。

な
お

こ
の

「白
氏
文
集

切
」
は
藤
原
行
成

以
降

の
書
風

が
確

 
 
認

さ
れ
る
と
い
わ
れ
、
道
真

の
時
代

の
書

風
と
は
合
わ
な

い
。

(15
) 
道

真
能

書
説

に
関
し

て
、
横

井

時
冬

は

『大

日
本

能

書
伝
』

(明

39
)

で

 
 

「
こ
の
公

も
の
か
く
こ
と
も
す
ぐ
れ
さ
せ
給

ひ
し
は
論
な
き
こ
と

に
て
、
龍
門

 
 
寺
方
丈

の
室

に
仙
房

と

い
ふ
所
あ
り
け
る
が
、
そ
れ
の
両
扉
に
此
公
が
都
良
香

 
 
と

か
き
給

ひ
し
を
、
時

の
人
、
如
白

玉
之
盈
厘

、
似
紅
錦
之
在
機
と
称
し
た
る

 
 
に
て
も
し
ら

る
」
と
述

べ
て

い
る
が
、
こ
れ

は
春
名
好

重
氏

が

『上
代

能
書

 
 
伝
』

の
中

で

「
書
跡
と
し

て
す
ぐ
れ

て
い
た
と

い
う

の
で
は
な
く
、
「
妙
句
」

 
 
と

し
て
す

ぐ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
否
定

さ
れ
て

い
る
。

(16
) 

春
名
好

重

『上
代
能
書
伝
』
、
原
道
生

「浄

瑠
璃

に
描

か
れ
た
道
真
像

1
そ

 
 
の
神
格
化

の
内
実
」

(
『国
文

学
解
釈

と
鑑
賞

胴
、

平
14
)
に
詳
し

い
。

(17
) 

春
名
好
重

「
小
野
道
風

の
人
と
書
」

(『書

聖
小
野
道
風
』
所
収
、
春
日
井
市

 
 
道
風
記
念
館
、
平

3
)

な
ど
に
詳

し
い
。

(18
) 

安
達
健
治
編

『小

野
道

風
研
究
資
料
集
』

(春
日
井
市
道
風
記
念
館
、
平

10
)

 
 
所
載

の

「小
野
道
風
社

文
書
」
や
宣
旨

に
よ
る
。
た
だ

し
、

『続
史

愚
抄
』
や

 
 

『大

日
本
能
書
伝
』

な
ど
に
は
道

風

へ
の
神
階
授

与
な
ど
の
事
実
は
記
載
さ
れ

 
 
て
い
な
い
。

(19
) 

渡

辺
保

『新
版
 
歌
舞
伎
手

帳
』

(講

談
社
、
平

13
)

に
よ

る
。

な

お
、
道

 
 
風
無
筆
説

に
関
連

し
て
、
近
衛
家
諸
大
夫

で
あ

っ
た
佐
竹
重
政
は

「按

二
世
俗

 
 
道
風
朝
臣

ノ
無
筆

ト
云
ル

ハ
、
彼

サ
キ

ニ
申

セ
シ
、
敦
直
先
生
無
筆

ヨ
リ
能
書

 
 
ト
ナ
レ
ル
ヲ
ア
ヤ

マ
リ
タ
ガ

ヘ
シ
ナ
ル
ベ
シ
」

(『続
筆
道
問
答
』
巻

二
)

と
興

 
 
味
深

い
説

を
展
開

し
て

い
る
。
こ
う
し
た
道

風
が
初
め
無
筆
だ

っ
た

と
い
う
説

 
 
が
広

ま

っ
た
の
は
、
浄
瑠

璃

『小
野
道

風
青
柳

硯
』
の
影
響
か
ら
だ

ろ
う

か
。

 
 
ち
な
み
に

「敦
直
先
生
」

と
は
大
師

流
の
始
祖

と
さ
れ
る
藤
木
敦
直

で
あ

り
、

 
 
敦
直

が
十

九
歳

ま
で
全

く
の
無
筆

で
あ

っ
た
こ
と
を
近
衛
家
熈
は
言
及

し
て
い

 

 
る

(『塊
記
』
享
保
十

六
年

一
月
十

二
日
条

)。

(20
) 

「道
風
朝
臣
、
大
師

の
か

〉
せ
給

た
る
額

を
み
て
難
じ
て

い
ひ
け
る
、
「美
福

 

 
門
は
田
広
し
、
朱
雀
門
は
米
雀
門
」
と
略
頒

に

つ
く

り
て
あ

ざ
け
り
侍

け
る
程

 

 
に
、
や
が
て
中
風
し

て
手
わ
な

〉
き

て
手
跡
も
異
様

に
成

に
け
り
」

(『古
今
著

 

 
聞
集
』
巻
七

「弘
法
大
師
等
大
内
十

二
門

の
額
を
書

す
事
井

び

に
行
成
美
福

門

 

 
の
額
修
飾

の
事
」
)
。
「嵯
峨
帝

ノ
御
時
、
空
海

僧
都
勅

ヲ
奉

テ
、
大

極
殿

ノ
額

 

 
ヲ
被
書
タ

リ
。
小

野
道

風
見
之
、

「大
極
殿

ニ
ハ
非
ズ
、
火
極

殿

ト
ゾ

見

エ
タ

 

 
ル
。
火
極

ト

ハ
火

ヲ
極

ト
読

リ
。
未
来

イ

カ

ぐ
有

ベ
カ

ル
ラ

ン
。
筆

勢
過

タ

 

 
リ
」
ト
ゾ
笑
ケ

ル
。
去

バ

ニ
ヤ
、
今

カ
ク
亡

ヌ
ル

コ
ソ
浅
増

ケ

レ
」

(『
源
平
盛

 

 
衰
記
』
巻
四

「大
極
殿
焼
失
」
)。

(21
) 

拙
稿

「大
師
流
継
承
者
と
し

て
の
近
衛
家
熈
」

(『芸
文

研
究
』

90
、
平

18
)

 

 
も
併
せ

て
参
照
し

て
い
た
だ
け

れ
ば
幸

い
で
あ

る
。

(22
) 

猪
熊
信
男

「近
衛
家
熈
公
小
伝
」

(恩
賜
京
都
博
物
館
、
昭

10
)。

(23
) 

大
槻
幹
郎
ほ
か
編

『黄
漿
文
化
人
名
辞
典
』

(思
文
閣
出
版
、

昭
63
)。

(24
)

「関
白
殿

(11
基
熈

)
・
我
身

(11
常
子
内
親

王
)

へ
も

一
門

(11

一
乗
院
宮

 

 
真
敬
親
王
)
御
さ
と
ば
う

へ
行
、

わ
う
ば
く

の
か
う

せ
ん

(11
高
泉
性
激

)
ま

 

 
い
ら

れ
関

白
殿
あ

は
せ
参
ら

せ
候
。
我
身

は

み
す

の
う
ち
よ

り

そ
と
く

み

 

 
る
。

(中

略
)
右

府

(
11
家
熈
)

へ
は
じ
め

て
た

い
め
ん

に
て
よ

ろ

こ
び

、
又

 

 
右
府
や
う
だ

い
を
も

こ
と

の
外

ほ
め
て
、
詩

に

つ
く

り
ま

い
ら
せ
給

ふ
」

(『元

 

 
上
法
院
殿
御
日
記
』
元
禄
八
年

二
月
朔

日
条
)
。

(25
) 

拙
稿

「御
家
流

全
盛
期

の
異
才

・
近
衛
家

熈
」

(関
場
武

編

『古

文
書

の
世

 

 
界
』
所
収
、
慶
應

義
塾
大
学
文
学
部
、
平

19
)

を
参

照
し
て

い
た
だ

け
れ
ば

幸

 

 
い
で
あ
る
。

(26
) 

「行

東
寺
於
大
師
堂

、
祈
念
。
是
、
関
白

(11
家
熈
)
賢
聖

障
子

銘
清

書
、

 

 
無
異
事
願
也
」

(『基
熈
公
記
』
宝
永

五
年
十
月

二
十

五
日
条
)
な

ど
。

(27
) 

「右
府

公

ノ
仰

二
。
准

后

(11
家
熈
)

ノ
御
染

筆
ヲ
御
所

望

ナ
サ

レ
度

ク
思

 

 
召

ス
。

(中
略

)
予

(陪
山
科
道
安
)
御
請
申
上

ル
ヤ
ウ
。
御
染

筆
ノ

コ
ト

ハ
。

 

 
諸
方
共

二
御
断

ノ
上

ハ
。
如
何

ア
ラ
ン
カ
」

(『櫨
記

』
享
保
十
六
年

二
月
二
十

 

 
四
日
条
)
。

(28
) 

『豫

樂
院
遺

墨
』

(恩
賜
京
都
博
物
館
、

昭
10
)
に
は
家
熈
筆

「
弘
法
大
師
九

 

 
百
年
忌
祭
文
」

の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
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※
本
稿
引
用
資
料
は
、
以
下
の
諸
本
に
よ
っ
た
。
な
お
引
用
に
際
し
、
句
読
点
や
濁

 
点
を
私
に
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

 
『基
熈
公
記
』
『元
上
法
院
殿
御
日
記
』
"
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本

(原

 
 
本
陽
明
文
庫
蔵
)

 
『続
筆
道
問
答
』
11
陽
明
文
庫
蔵

〔江
戸
時
代
後
期
〕
写
本

 
『椀
記
』
11
山
田
聖
華
房
、
明
治
三
十
三
年
刊

『成
通
卿
御

口
伝
』
『古
今

著
聞
集
』
h
日
本
古
典

文
学
大
系

、
『本
朝

文
粋
』

『今

昔
物

語
集
』

『天
神
記
』
11
新

日
本
古

典
文
学
大
系
、
『太
平

記
』
11
新

日
本
古
典
文

学
全
集
、

『高

野
大

師
御
広

伝
』
『定

家
卿
筆

諌

口
訣
』
『鳥

羽

玉
霊
抄
』

『顧

麟

抄
』
『金
玉
積
伝

集
末
』
『
玉
章

秘
伝
抄
』

『天
神
講
式
』
11
続
群

書
類
従

、
『渓

嵐

拾
葉
集
』
11
大
正
新
修
大
蔵
経
、

『本
朝
神

仙
伝
』
11
日
本
思
想

大
系
、
『筆

法
才
葉

抄
』
『東
江
先
生
書
話
附
録
』
『観

鷲
百
諌

』
『観
驚
百
諌
批
考

』
11
日
本
書

画
苑
、

『梅

園
叢
書
』

『閑
田
次
筆
』
n
吉

川
弘
文
館

版
日
本

随
筆
大
成
、

『源
平
盛
衰
記
』

11
『中
世

の
文
学
』

(三
弥
井
書

店
、
平
3
)、

『詩
聖
堂
詩
集
』
11
『詩
集

 
日
本
漢

詩
』
八

(汲
古
書
院

、
昭
60
)
、

『北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』

『天
神
御
本
地
』
11
室
町

時
代
物
語
集

(大
岡
山
書
店

、
昭
12
)
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附
記

 
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
原
本
の
閲
覧
な
ら
び
に
引
用
を
快
諾
し
て
下
さ

い
ま
し
た
、
陽
明
文
庫
 
文
庫
長
の
名
和
修
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


